













































2.1.4 Brown and Levinsonのポライトネス理論 
   2.1.4.1 フェイスの概念 
2.1.4.2 ポライトネス・ストラテジー（Politeness Strategy） 
2.1.4.3 フェイス侵害度の見積もり公式 
2.1.4.4 ストラテジーの選択を決定する状況 
2.2  日中の対照研究に関する先行研究 
2.3 慰め行動に関する先行研究 
  2.3.1 「慰め」の定義 
  2.3.2 他の言語行動との比較から見る「慰め」の特徴 
  2.3.3 慰め行動に関する先行研究 
   2.3.3.1 慰める側に注目した先行研究 
   2.3.3.2 慰める側と慰められる側両方に注目した先行研究 
 
第3章 慰める側の言語行動 
 3.1 分析データ 
   3.1.1 調査期間・協力者 
  3.1.2調査方法・内容 
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 3.5.3.2 「共感」の使用傾向 
 3.5.3.3 「励まし」の使用傾向 
 3.5.3.4 「助言」の使用傾向 
3.5.4 深刻度別の結果と考察  
 3.5.4.1 深刻度による日中の意味公式の比較 
 3.5.4.2 「共感」の使用傾向 





























 4.6 まとめ 
 
第5章 「慰め」の相互行為と慰め行動への評価意識 
 5.1 「慰め」の相互行為 
  5.1.1 分析データ・分析方法 
 5.1.2 「共感」直後の言語行動 
  5.1.2.1 「共感」直後の発話者 
  5.1.2.2 慰める側の連続発話 
   5.1.2.2.1 慰める側の連続発話の分類 
      5.1.2.2.2 慰める側の連続発話の日中比較 
5.1.2.3 慰められる側の返答 
     5.1.2.3.1 慰められる側の返答の分類 
   5.1.2.3.2 慰められる側の返答の日中比較 
5.1.3 「励まし」直後の言語行動 
  5.1.3.1 「励まし」直後の発話者 
  5.1.3.2 慰める側の連続発話 
   5.1.3.2.1 慰める側の連続発話の分類 
      5.1.3.2.2 慰める側の連続発話の日中比較 
5.1.3.3 慰められる側の返答  
5.1.3.3.1 慰められる側の返答の分類 
   5.1.3.3.2 慰められる側の返答の日中比較 
5.1.4 「助言」直後の言語行動 
  5.1.4.1 「助言」直後の発話者 
  5.1.4.2 慰める側の連続発話 
   5.1.4.2.1 慰める側の連続発話の分類 





   5.1.4.3.2 慰められる側の返答の日中比較 
5.2 慰め行動への評価意識 
 5.2.1 分析データ 
   5.2.1.1 調査期間・協力者 
   5.2.1.2 調査方法・内容 


























成が重要視されている（水野 1996，大浜 1998，池田・三好・木村 2002，徐 2007，蒙
2008，母 2011）。その成果から，学習者の日本語は，母語話者の日本語から逸脱し，誤
















































価意識の調査」の 2 つの調査を実施した。「ロールプレイ調査」の結果は，第 3 章「慰
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